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緒  言

クワシロカイガラムシ(Psοしごαした
“

.spjs pの ιαgοπα)

は茶樹の重要害虫の一つであり、近年その被害が拡大し

茶生産上大きな問題となっている 1)。

本虫は防除適期が

ふ化最盛期前後に限られ、寄生部位が茶株の内部である

ことから散布薬液量がきわめて多くなっている。環境保

全型農業を推進する上から、防除適期を的確に判断し、

より効率的な防除技術の確立が強く求められている。

本研究では、前報までに本県のクワシロカイガラムシ

2化及び 3化地帯において有効積算温度則を用いたふ化

最盛期推定法が実用的であることを明らかにするととも

に、主要な天敵類とそれらに及ぼす農薬の影響について

報告した
2'い

。本報では、農薬散布量の削減につながるせ

ん枝を利用した防除技術について検討したので報告する。

材料及び方法

1 茶株内におけるクワシロカイガラムシの寄生状況調

査

2002年 5月 、農業技術研究所池田試験地の `や ぶき

た
.(樹

高70cll)で クワシロカイガラムシの雌成虫が寄

生している枝を基部の太さ別に採取し、上部 (摘採面)

から10c皿毎に寄生数を計測した。

2 既往薬剤散布方法の評価

農薬散布器具は、①スズラン型 6頭 口 (慣行方法)、

② 「つばさJ(ク ワシロカイガラムシ専用散布器)、 ③T
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要 約 :ク ワシロカイガラムシ雌成虫は摘採面から30cm下 までに68%が寄生していた。農薬散布で慣行的に使用さ

れる噴口では1,000L/10aの 薬液量でも茶株内の一部に薬液が付着しなかったが、深刈程度のせん枝を併用すると2

50L/10aの 薬液量で十分な付着量が得られた。本虫の第一世代ふ化期に中切程度のせん枝を行うと、次世代以降の

雄繭発生が抑制されるものの、その効果はやや不安定であった。一方、深刈程度のせん枝と薬剤散布の併用により効

果的に本虫の発生を抑制できると考えられた。

キーワー ド:チ ャ、クワシロカイガラムシ、せん枝

式株内散布器、④突込噴回の 4種類を供試した。水を一

定量吐出させて単位時間当たり吐出量を求め、 この吐出

量から10a当たり散布量毎に散布効率を計算した。

薬剤付着程度の調査は、水の散布量を500、 750、

1,000L/10aの 3段階で実施 した。ポールに感水紙

(37nnl× 52mm)を 10cm間 隔で巻き付けて茶株内へ 3カ

所設置し、付着程度を「標準付着度表J(官報 「スピー

ドスプレヤーの型式検査の主要な実施方法及び基準J)

0～ 10の 指数値 (指数 4以上を有効 とした)と して評

価した (図 1)。 散逸量は、 うね間ヘプラスチックバッ

トを設置して調査した。

3 せん枝による防除効果の検討

(1)せん枝した場合の薬剤付着程度

スズラン型 6頭 口及び 「つばさJを使用して調査した。

せん枝は樹高40、 60cmの 2段階と、散布量 250、 500、

図 1 感水紙の設置方法



表 1 摘採面からの深さ別クワシロカイガラムシ雌成虫の寄生数

45

さ

＞
皿

深
＜

の   太   さ  (mm)

0-10       3( 03)
10～ 20     151(169)
20～ 30     227(253)
30^‐ 40     217(242)
40～ 50     183(204)

50～60     115(128)
60-70      0( ―

)

22(48)
120(263)

102(223)

82(179)

91(199)

40( 88)

0( ―
)

0(  )
161(276)

86(148)

200(343)

114(196)

22( 38)

0( ―
)

70(333)

65(519)

37( 72)

19( 37)

1く 27)

6(12)
0( ―

)

7(04)
476(291)

411(252)

530(325)

209(128)

0( ―
)

0( ―
)

459(136)

1569(464)

809(239)

285( 84)

159(47)
101( 30)

0( ―
)

661( 89)

2742(367)

1672(224)

1333(179)

770(103)

2841 38)

0( ―
)

合 計 457 511 1633 7462

注)2002年 5月 13日調査、単位は頭。()は構成比で%.樹高70c皿。

750L/10aと を組み合わせ、前記 と同様に感水紙 を用  かった。摘採面か らの深 さ10cm毎 の寄生数は、基部 の

いて付着程度を評価した。

(2)せん枝による抑制効果

2002年 5月 14日 にせん枝及び薬剤散布処理を実施し

た。試験区は、①40c皿 区 (上部30mを せん枝し、樹高

40cmと する。中切更新に相当)、 ②60cll区 (上部 10cm

をせん枝し、樹高60cmとする。深刈更新に相当)、 ③対

照区 (無処理)で、 1区288ゴ、 3反復とした。せん枝

処理時には試験区への薬剤散布は行わず、以後はクワシ

ロカイガラムシ対象以外の薬剤散布を行つた。2002年

第 1世代から翌年第 3世代までクワシロカイガラムシの

雄繭発生指数 (0～ 3)を以下の基準により調査した。

(3):雄繭が株の1/2以 上にみられ幹を環状に覆う

(2):雄繭が株の1/4以 上にみられるか、枝幹の一部

に集中し、枝幹を環状に覆う

雄繭が枝幹に点々とみられる

雄繭の発生がみられない

(3)せん枝と薬剤散布の併用効果

試験区は、①せん枝区 (樹 高を60cmまでせん枝)、 ②

薬剤区 (DMTP乳剤1,000倍 を1,000L/10a散 布、せ

ん枝はなし)、 ③せん枝+薬剤区 (樹高を60c皿 までせん

枝し、DMTP乳 剤 1,000倍 を1.000L/10a散布)、 ④

対照区 (無処理)で、 1区 22耐  3反復とした。処理

は2002年 5月 14日 に第 1世代ふ化期のみ 1回行い、以

後はクワシロカイガラムシ対象以外の薬剤散布を実施し

た。クワシロカイガラムシ雄繭発生指数を2002年第 1

世代から翌年第 3世代まで調査した。

結  果

1 茶株内におけるクワシ回カイガラムシの寄生状況

クワシロカイガラムシ雌成虫の寄生は、基部の大きが

45mの枝には比較的多かつた。また、基部の大きが 9

～101unの 枝では枝上部が分枝 しているため寄生数は多

太さが45mの枝では20～ 30.‐ lの 位置で最大で、同様に

6Шでは10～ 20c口 、 8 onl(分 枝少)では30～ 40cm、 8
面 (分枝大)では10～ 20c皿、 9 mmで は3Kl-40cm、 10mm

では10～ 20clの位置で最大であった。調査枝全体では

10～ 20mの位置で寄生数が最大で、摘採面から20cllま

でで456%、 30cnまでで680%が寄生していた (表 1)。

2 既往薬剤散布方法の評価

薬液の毎分吐出量は、スズラン型 6頭 口が174L、

「つばさJが 267L、 T式株内散布器が160L、 突込噴

[Iが 138Lであった。 10a当 たりの散布効率 (計算値)

は1,000L/10a散布の場合、スズラン型 6頭日の57分

に対し、T式株内散布器が63分ではぼ同等、「つばさJ

は37分 とこれらより効率が高かった。一方、突込噴回

は、間断散布をするため97分 と作業効率は低かつた。

うね間への薬剤散逸量は、スズラン型 6頭口やT式株内

散布器は比較的多く、「つばさJは比較的少なかった。

突込噴日は散逸量がきわめて少なかった (表 2)。

薬剤付着程度については、スズラン型 6頭日は1,000

L/10a散 布においても地際部付近は付着が十分でなく

表 2 散布器具別の散布効率、茶園うね間への散逸量
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種 類  散布量  吐出量
(L/10a) (L/分 )

散布効率  散逸量
(分 /10a) (■/10a)

スズラン ｎ
フ
　
０
０

　
ク
′

２

４

５

４０

　

０

　

０

（
Ｕ
　
口
υ
　
ハ
Ｕ

α
０
　
７
，
　
ハ
υ

４

４

０

４

９

０

９

４

２

２

３

１

９
４

３

９
４

０

　
０

　
０

０

　
５

　
０

Ｅ
υ
　
ク
‘
　
Λ
υ

ハ
Ｕ
　
Ｃ
Ｏ

　
Ｌ
Ｊ

Ｅ
Ｊ
　

ワ
ー

　

つ
０

３

４

６

０

４

６

９

０

　
０

　
０

Ｅ
Ｊ
　
つ
′
　

ｎ
フ

０
０

T式

つば さ

500

750

1000

突込噴 回  500
750

1000

注)2002年  散逸量はうね間03m× 556mと した計算値
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低い指数となった。一方、「つばさJは 1,o00L/10a

散布では茶株内の全体にわたり、ほぼ十分な付着程度が

得られ、750L/10a散 布でも実用的な付着程度が得 ら
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図 3 せん枝 した場合の摘採面からの深さ別薬剤付着程度
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れた。 T式株内散布器では地際部近くの付着程度は高い

が、摘採面では付着程度が低かつた。この傾向は 1,000

L/10a散布においても認められた。突込噴回は茶株の

散 布 量

250L/10a

深 さ(Cm)
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図 2 各種散布器具による摘採面からの深さ別薬剤付着程度

中心部の付着程度が特に高

く、 1.000L/10a散 布で

は茶株内の全体ではぼ十分

な付着程度が得 られた (図

2)。

3 せん枝による防除効果

(1)せ ん枝 した場合の薬

剤付着程度

スズラン型 6頭口を使用

した場合、 40cm区 では散

布量750L/10aで 付着指

数が 8以上ときわめて高く、

500L/10aで はおおむね

指数 8以上、 250L/10a
では指数 6以上と良好であつ

た。 また、 60cm区では散

布量750L/10aで 付着指

数が 8以上、 500、 250L

/10aで おおむね指数 6以

上であった (図 3)。

一方、「つばさ」を使用図4 せん枝した場合の摘採面からの深さ別薬剤付着程度 (「つばさ」)
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図 5せん枝処理後の雄南発生指数の推移

した場合は、40c皿区において、散布量750L/10aで 指

数 8以 上 500L/10aで おおむね 8以上ときわめて高

く 250L/10aで指数 6以上と良好であつた。60cm区

では散布量750、 500L/10aに おいておおむね指数 8

以上、250L/10aに おいて指数 6以上であった (図 4)。

(2)せん枝による抑制効果

1年 目第 1世代のクワシロカイガラムシ雄繭発生は少

～中発生であった。降水量は 2年 目の方が多く推移し、

特に第 1世代雄成虫羽化期から第 2世代幼虫ふ化期に多

かった。第 1世代に対するせん枝の効果は認められたが、

反復毎の雄繭発生のばらつきが大きかった。第 2世代以

降 2年 目第 1世代までの防除効果は、40cm区 が60cm区

に優る傾向であった。 2年 目第 2世代では雄繭の発生が

きわめて少なくなった。第 3世代ではせん枝区の雄繭発

生指数は対照区より低かった (図 5)。

(3)せん枝と薬剤散布の併用効果

クワシロカイガラムシは 1年 目第 1世代は少～中発生

で、第 2世代は発生が少なくなり 第 3世代でやや増加

した。 2年目も同様の傾向であった。 1年目は第 3世代

までせん枝 +薬剤区は対照区より雄繭発生指数が低 く推

移した。せん枝区、薬剤区では第 3世代に雄繭発生指数

が増加した。 2年 日は第 1世代ではせん枝区及びせん枝

+薬剤区の雄繭発生指数が対照区より低かつた。第 3世

代ではせん枝区とせん枝 +薬剤区は対照区と比較し雄繭

発生指数が低かつた (図 6)。

考  察

クワシロカイガラムンは茶樹の葉層下に寄生するため、

薬剤散布の効果が上が りにくく、防除には10a当 た り

1,0001´ もの薬液が必要とされる。 このことは環境保全

の観点や作業者の労力 健康面からも問題が多いといわ

ざるを得ない。そこで、茶株内への薬剤の到達程度を評

価することで、効率的な散布器具の選定や薬液量の削減

図 6せん枝と薬剤併用処理後の雄繭発生指数の推移

を図ろうとした。

まず、雌成虫の茶株内における寄生分布を調査し、摘

採面から20cmの位置までに456% 30c皿 までに680%

が寄生していることを明らかにした。

茶園の農薬散布に慣行的に使用されるスズラン型 6頭

口を使用した場合では、 1.000L/10aの薬液量であっ

ても茶株内全体には薬液が付着せず、茶株以外への薬剤

の散逸も多いことが明らかとなった。摘採面上部から散

布するこの方法では、薬液が葉層に遮断されて直接的に

株内部へ到達しにくく、地上部に近い部分には薬液が付

着しない部分が残る。クワシロカイガラムシの寄生は摘

採面から30cm下 までに多いものの、地上部に近い部分

の個体の防除効果が低いことになる。一方、クワシロカ

イガラムシ専用散布器や突込噴口では1,000L/10aの

薬液量で十分な付着程度が得られた。さらに専用散布器

では750L/10aま で散布量を削減しても問題なく、薬

剤の散逸量も少なかった。突込噴日は750L/10aで 薬

液が付着しない部分ができ、作業効率は他の方法よりか

なり劣ることが問題であつた。このように、既存の散布

器具でクワシロカイガラムシの防除効果をあげるには少

なくとも750L/10aの 薬液が必要であり、 1,000L/10

aと いう多量な薬液量の必要性が再確認された。

薬液量削減の方法としてせん枝をした場合の薬液の付

着程度は、慣行のスズラン型 6頭 口では、深刈相当のせ

ん枝により、250L/10aの 散布で付着程度は良好であ

り、散布量削減にはきわめて有効な方法と考えられた。

茶樹は数年毎に樹高を切り下げる更新作業が必須であ

り、 この枝条の除去自体がクワシロカイガラムシの物理

的な防除手段となることは予想できる。しかし、せん枝

によるクワシロカイガラムシの物理的防除効果とその持

続性についての報告はほとんど見られない。第 1世代幼

虫ふ化期にせん枝処理を行った場合、当年第 2世代にお

いては、せん枝強度が大きい処理 (中 切更新相当)で雄

繭発生が抑制され その傾向は 2年目の第 3世代まで継

続した。せん枝による物理的な雌成虫の除去とともに直
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射日光や降雨に晒されることで抑制効果が現れるものと

考えられた。しかし、雄繭の発生はほ場内におけるばら

つきが大きく、確実な防除効果を求めることは困難と考

えられた。この原因として茶株の地上部に近い部分に寄

生している個体の残存やクワシロカイガラムシが寄生し

やすい 1年生枝が多いことが考えられた。

つぎに、第 1世代幼虫ふ化期に深刈相当のせん枝と農

薬散布を併用すると、抑制効果は 2年 目の第 3世代まで

継続した。これに対して農薬散布のみ、せん枝処理のみ

の抑制効果は当年の第 2世代までであった。試験開始時

のクワシロカイガラムシの発生程度は少～中発生で降水

量は 2年目に多い条件の試験であるため、多発生条件下

での検討が必要であるが、耕種的方法 (せん枝)と農薬

との併用によリクワシロカイガラムシの発生を効果的に

抑制できると考えられた。

有効積算温度を用いてふ化最盛期を的確に把握し、天

敵に影響の少ない薬剤を中心とした防除の体系化を図り、

せん枝と薬剤散布との組み合わせでクワシロカイガラム

ンの環境保全型防除を進めることが必要である。一方で

は、本虫に対する茶樹の抵抗性発現機構の解明が進んで

お り0、
今後は抵抗性品種

いの積極的な利用も図ってい

くべきであろう。
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ABSTRACT
S�tv elgllt  percent of the  mtllberry scale

(Pseudaulac“pis pentagona)populatlon dlst� butes

within 30 cm below the plucking stビface of tea plant

Sprayed insecticide dld not reach to tlle decp inside

29

of tea tree by sprayerヽ″ith corrlmkln nozzle even if

l,000Lt/10a  of  insecticide  、vas  spraycd  But

insecticide treatment after deep pnlning gave

enotlgh deposit to all part of tea tree only wiぬ

amount of 2501´ t/10a

We controlled male cccoon development tO lower

level using melbum prunlllg in the first generation

hatchng period of the scale.but control level v′ as

less stable N、 contrdled the scale densitv effectively

to preferable level using insectlcide treatment aFter

deep t� lnnlng Of canopy

KEYWORDS
Tea Mulberry scale,Pruning


